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要旨

木星表層大気の鉛直温度構造を概観する.
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1 木星大気の鉛直構造概観

図 1は模式的な木星の温度の鉛直分布である. 縦軸が linear scale の高度になって
いることに注意せよ.

図 1. 木星大気の模式的な温度鉛直分布. 雲層の存在が予想される高さを記して
ある ( Hunt 1983 ).
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1.1 対流圏界面付近の温度鉛直分布

図 2はボイジャー探査機の観測結果から得られた温度の鉛直分布である.

● 100mb あたりを対流圏界面という. 100mb より下を対流圏, 上を成層圏とよぶ.

●対流圏の温度分布は, ほぼ断熱温度減率にしたがう

図 2. ボイジャー探査機の観測による温度の鉛直分布. 図中 IRIS は赤外放射観測,

INGRESS, EGRESS は Occultation から得られた温度分布を表す ( Lindal

et al. 1981 ) .

○練習問題 : 対流圏が断熱温度減率にしたがうことを確認せよ.
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2 上層の温度鉛直分布と組成の鉛直分布

図 3は獅子座α星の掩蔽 (えんぺい,Occultation)をボイジャー 2号の紫外分光装置
(UVS)で観測して得られた木星上層大気の温度および組成の鉛直分布である.

図 3. 木星上層大気 (1bar以下)の温度および組成鉛直分布 ( Atreya et al. 1981 ).
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3 場所による温度鉛直分布の違い

3.1 緯度による違い

図 4はボイジャー探査機の赤外放射観測から得られた, 緯度別の温度鉛直分布で
ある.

●対流圏の温度分布は緯度によらない.

●成層圏の温度分布に緯度による違いが見られる.

図 4. 木星大気の緯度別温度鉛直分布 ( Hanel et al. 1979 ).

/riron/genshou/jupiter/enchoku/enchoku.tex 96/05/24(地球流体電脳倶楽部)



6 木星現象論: 木星大気の鉛直構造 4 参考文献

3.2 Zone と Belt の違い

図 5はボイジャー探査機の赤外放射観測から得られた Zone (明部) と Belt (暗部)

の温度差, ならびに大赤班 (GRS) とその周囲の温度差1 の鉛直分布である.

●上層で温度が相対的に高く下層で低くなっていることに, 世間では注目している.

図 5.木星のZoneとBeltならびに大赤斑 (GRS)とその周囲の温度差. 観測された
Zoneの位置は20◦N (North Equatorial Zone), Beltは 15◦N ( North Equatiral

Belt ) である ( Conrath et al. 1981 ).
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1赤外放射から得られる温度の誤差は 500～1000mb で ±1 K, 2mbar で ±5K 程度である.
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